
平

成

三

年

六

月

四

日

受

領 

答

弁

第

一

四

号 

   
衆
議
院
議
員
早
川
勝
君
提
出
外
国
人
の
入
国
管
理
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
一
二
〇
第
一
四
号 

平
成
三
年
六
月
四
日 

衆

議

院

議

長 
櫻 
内 

義 

雄 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

海 

部 

俊 

樹 

一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
早
川
勝
君
提
出
外
国
人
の
入
国
管
理
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
の
1
に
つ
い
て 

御
指
摘
の
財
団
法
人
日
本
語
教
育
振
興
協
会
は
、
日
本
語
教
育
施
設
の
質
的
向
上
を
図
る
た
め
設
立
さ
れ
、 

 

そ
の
た
め
の
必
要
な
事
業
と
し
て
教
育
施
設
の
教
育
内
容
、
教
員
の
資
格
、
設
備
等
教
育
条
件
に
つ
い
て
審
査 

 

を
行
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。 

こ
れ
に
対
し
、
法
務
大
臣
は
、
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
十
九
号
。
以 

 

下
「
法
」
と
い
う
。
）
別
表
第
一
の
四
の
表
の
就
学
の
項
の
下
欄
に
掲
げ
る
活
動
を
行
お
う
と
す
る
者
（
以
下
「
就
学

生
」
と
い
う
。
）
か
ら
在
留
資
格
認
定
証
明
書
の
交
付
申
請
が
あ
っ
た
と
き
は
、
法
第
七
条
の
二
に
基
づ
き
、
申 

請
人
が
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
条
件
に
適
合
し
て
い
る
か
否
か
を
個
別
に
審
査
し
、
適
合
し
て
い 

 

る
場
合
に
は
同
証
明
書
を
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。 



一
の
2
に
つ
い
て 

こ
の
よ
う
に
、
法
務
大
臣
が
行
う
外
国
人
に
対
す
る
在
留
資
格
認
定
証
明
書
の
交
付
に
係
る
審
査
と
財
団
法 

 

人
日
本
語
教
育
振
興
協
会
が
行
う
日
本
語
教
育
施
設
の
審
査
と
は
、
別
個
の
視
点
で
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ 

 
 

て
、
外
国
人
が
財
団
法
人
日
本
語
教
育
振
興
協
会
の
認
定
を
受
け
た
日
本
語
教
育
施
設
に
入
学
を
許
可
さ
れ
た 

 

こ
と
を
も
っ
て
自
動
的
に
本
邦
へ
の
入
国
が
認
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。 

ま
た
、
就
学
生
と
し
て
本
邦
に
入
国
を
希
望
す
る
外
国
人
の
入
国
手
続
及
び
上
陸
許
可
に
関
す
る
基
準
の
内 

 

容
等
に
つ
い
て
は
、
財
団
法
人
日
本
語
教
育
振
興
協
会
等
の
主
催
す
る
研
修
会
等
の
機
会
を
と
ら
え
、
在
留
資 

 

格
認
定
証
明
書
の
交
付
申
請
を
代
理
す
る
日
本
語
教
育
施
設
な
ど
に
対
し
、
積
極
的
に
説
明
、
指
導
を
行
っ
て 

 

就
学
生
に
関
し
て
は
、
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平 

 

成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
。
以
下
「
基
準
省
令
」
と
い
う
。
）
中
に
お
い
て
上
陸
許
可
に
関
す
る
基
準
が
明
ら
か

に
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
外
の
内
規
等
は
存
在
し
な
い
。 

四 

 



一
の
5
に
つ
い
て 

一
の
4
に
つ
い
て 

一
の
3
に
つ
い
て 

な
お
、
日
本
語
教
育
施
設
全
体
の
平
成
三
年
四
月
期
生
の
就
学
生
に
係
る
在
留
資
格
認
定
証
明
書
の
交
付
件 

 

数
（
概
数
）
は
一
万
五
千
四
百
件
、
不
交
付
件
数
（
概
数
）
は
一
万
三
千
七
百
件
で
あ
り
、
交
付
比
率
は
約
五
十
三

パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。 

な
お
、
個
別
の
事
案
に
つ
い
て
日
本
語
教
育
施
設
か
ら
地
方
入
国
管
理
局
等
に
対
し
照
会
が
な
さ
れ
た
場
合 

 

に
は
、
こ
れ
に
応
じ
説
明
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。 

い
る
。 

御
指
摘
の
よ
う
な
事
実
は
な
い
。 

日
本
語
教
育
施
設
ご
と
の
統
計
は
、
取
ら
れ
て
い
な
い
。 

五 

 



一
の
7
に
つ
い
て 

一
の
6
に
つ
い
て 

就
学
は
、
本
来
就
労
が
認
め
ら
れ
な
い
在
留
資
格
で
あ
り
、
こ
の
在
留
資
格
を
も
っ
て
上
陸
、
在
留
し
よ
う 

 

と
す
る
者
に
関
し
て
は
、
そ
の
適
正
な
就
学
活
動
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
身
元
保
証
人
を
付
す
る
こ
と
を
要
件
と 

 

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
身
元
保
証
制
度
を
引
き
続
き
維
持
す
る
考
え
で
あ
る
。 

な
お
、
就
学
生
の
身
元
保
証
に
つ
い
て
は
、
同
制
度
が
適
正
に
運
用
さ
れ
る
よ
う
入
国
審
査
等
に
お
い
て
身 

 

元
保
証
人
の
保
証
意
思
や
保
証
能
力
の
確
認
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

就
学
生
に
係
る
在
留
資
格
認
定
証
明
書
の
交
付
申
請
に
つ
い
て
は
、
一
時
期
に
多
数
の
申
請
が
行
わ
れ
、
か 

 

つ
、
一
定
期
間
内
に
可
否
を
決
定
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
各
地
方
入
国
管
理
局
ご
と
に
あ
ら
か
じ
め
業 

 

就
学
生
に
関
し
て
は
、
基
準
省
令
に
お
い
て
、
本
邦
に
在
留
す
る
期
間
中
の
生
活
に
要
す
る
費
用
の
支
弁
に 

 

関
す
る
規
定
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
の
就
学
生
に
つ
い
て
も
同
一
の
審
査
を
行
っ
て
い
る
。 

六 

 



一
の
9
に
つ
い
て 

一
の
8
に
つ
い
て 

御
指
摘
の
審
査
は
、
法
令
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
て
お
り
、
各
地
方
入
国
管
理
局
に
よ
っ
て
相
違
す
る
こ
と
は 

 

な
い
。 

務
量
及
び
職
員
数
等
を
勘
案
し
て
、
期
間
を
定
め
て
受
理
す
る
取
扱
い
を
行
う
こ
と
と
し
、
各
日
本
語
教
育
施 

 

設
の
協
力
を
得
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

法
務
大
臣
は
、
本
邦
に
上
陸
し
よ
う
と
す
る
外
国
人
か
ら
あ
ら
か
じ
め
申
請
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
外
国 

 

人
が
法
別
表
第
一
の
三
の
表
の
短
期
滞
在
の
項
の
下
欄
に
掲
げ
る
活
動
を
行
お
う
と
す
る
場
合
を
除
き
、
法
第 

 

七
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
条
件
に
適
合
し
て
い
る
旨
の
在
留
資
格
認
定
証
明
書
を
交
付
す
る
こ
と
が
で
き 

 

る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
審
査
に
つ
い
て
は
公
平
性
に
十
分
留
意
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
審
査 

 
 

は
、
そ
の
性
質
上
、
個
々
の
申
請
に
つ
い
て
行
う
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
在
留
資
格
間
等
で
右
証
明
書
の 

 

七 

 



一
の
11
に
つ
い
て 

一
の
10
に
つ
い
て 

在
留
資
格
認
定
証
明
書
は
、
本
邦
に
上
陸
し
よ
う
と
す
る
外
国
人
か
ら
あ
ら
か
じ
め
申
請
が
あ
っ
た
と
き
に 

 

当
該
外
国
人
が
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
上
陸
の
条
件
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
も
の
と
し 

 

て
法
務
大
臣
が
交
付
す
る
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
同
証
明
書
の
交
付
は
、
査
証
の
発
給
を
保
証
す
る
も
の
で
は 

 

な
い
。 

在
留
資
格
認
定
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
い
る
外
国
人
か
ら
査
証
申
請
が
行
わ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
在
外 

 

公
館
に
お
け
る
審
査
の
結
果
、
提
出
さ
れ
た
卒
業
証
明
書
が
偽
変
造
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
等
の
例
が
認
め 

 

ら
れ
、
そ
の
結
果
、
査
証
が
発
給
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
。 

交
付
比
率
に
差
異
が
生
ず
る
こ
と
が
あ
る
。 

御
指
摘
の
事
実
に
つ
い
て
は
、
承
知
し
て
い
な
い
が
、
偽
変
造
の
卒
業
証
明
書
を
提
出
し
て
入
国
を
企
図
す 

 

八 

 



二
の
2
に
つ
い
て 

二
の
1
に
つ
い
て 

こ
れ
ら
法
違
反
外
国
人
対
策
に
つ
い
て
は
、
右
の
ほ
か
、
厳
正
な
上
陸
審
査
及
び
適
正
な
在
留
審
査
等
を
通 

 

じ
て
最
善
の
努
力
を
払
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

不
法
就
労
者
等
法
違
反
外
国
人
に
対
し
て
は
、
そ
の
定
着
化
を
防
止
し
つ
つ
減
少
を
図
っ
て
い
く
と
の
基
本 

 

方
針
の
下
に
、
悪
質
な
事
案
に
重
点
を
置
い
た
摘
発
を
積
極
的
に
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
こ
れ
ら
法
違
反
外
国 

 

人
が
多
数
存
在
す
る
と
認
め
ら
れ
る
地
域
に
つ
い
て
は
、
年
間
数
回
に
わ
た
り
集
中
的
な
摘
発
を
実
施
し
て
い 

 

る
。 

る
中
国
人
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
実
情
に
か
ん
が
み
、
適
切
、
有
効
な
入
国
に
係
る
審
査
方
法
を
構
築
す
る 

 

よ
う
現
在
関
係
省
庁
で
検
討
中
で
あ
る
。
ま
た
、
中
国
人
就
学
生
の
我
が
国
へ
の
入
国
問
題
に
つ
い
て
は
、
中 

 

国
政
府
と
も
協
力
し
つ
つ
適
切
な
処
置
を
講
じ
て
ま
い
り
た
い
。 

九 

 



 

一
〇 

我
が
国
は
在
留
資
格
制
度
を
採
用
し
、
本
邦
に
在
留
す
る
外
国
人
が
行
う
こ
と
の
で
き
る
活
動
を
限
定
し
て 

 

お
り
、
日
系
二
世
、
三
世
で
あ
る
と
否
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
短
期
滞
在
等
就
労
活
動
が
許
容
さ
れ
な
い
在
留
資 

 

格
で
在
留
す
る
外
国
人
が
就
労
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
不
法
就
労
の
防
止
に
つ
い
て
は
、
常
々
各
方
面
に 

 

対
す
る
指
導
及
び
広
報
の
努
力
を
行
う
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
外
国
人
が
不
法
に
就
労
し
て
い
る
と
の
端
緒
を
得 

 

た
と
き
は
、
積
極
的
に
摘
発
す
る
よ
う
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
と
も
そ
の
努
力
を
続
け
て
行
く
所 

 

存
で
あ
る
。
ま
た
、
在
留
期
間
経
過
後
不
法
に
在
留
し
て
い
る
外
国
人
に
対
し
て
も
、
同
様
に
積
極
的
な
摘
発 

 

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
も
同
様
に
対
処
す
る
所
存
で
あ
る
。 

二
の
3
に
つ
い
て 

不
法
就
労
者
等
法
違
反
外
国
人
の
取
締
り
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
摘
発
の
難
易
い
か
ん
に
よ
っ
て
摘
発
対 

 

象
者
を
決
め
る
よ
う
な
こ
と
は
一
切
し
て
お
ら
ず
、
ブ
ロ
ー
カ
ー
等
が
介
在
す
る
悪
質
な
事
案
な
ど
に
重
点
を 

 

置
い
た
摘
発
を
積
極
的
に
実
施
し
て
お
り
、
今
後
と
も
同
様
の
方
針
で
対
処
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。 




